












数M に対して，M＝aXとなる Xの値 pが





























































































































































































































































(4) 1970年(昭和 45年)告示 














































































































































































































































































































































































































































































りとった点は 2×2で 4である。 
目盛 5の位置を求めるためには，log102
の長さを目盛 10から左方に測りとれば，
10/2＝5が得られる。理由は図 2から明ら
かであろう。目盛 8，9についても同様で
ある。目盛の位置を求めるためには対数の
性質を利用することが必要となってくる。 
さらに，このような対数尺を 2つ作らせ，
例えば2×7のような乗除計算をさせるとす
る。計算尺を用いると，図 2で基点が目盛
1であるから，一方の対数尺を固定して，
もう一方の動かす対数尺の基点の目盛 1を，
固定した対数尺の目盛 2の位置に合わせる。
固定した対数尺における基点から目盛 2ま
での距離は log102，動かす対数尺における
基点から目盛 7までの距離は log107である
から，固定した対数尺における基点から
log102＋log107の距離にあたる目盛を読む
と，14とわかる。つまり，「対数尺を用い
ることで，複雑な乗除計算などが容易にな
る」対数のよさを実感することができる。 
このような対数尺の目盛の位置を求める
学習活動によって，対数の性質の理解を深
めるのに役立つと考える。対数尺の目盛の
位置を求めるためには，対数の性質を利用
することが必要となるからである。また，
対数尺を用いることで，それぞれの常用対
数の大きさを長さとして視覚的，感覚的に
捉えやすくなる。さらに，このような対数
尺を 2つ作れば，計算尺となり，簡単な乗
法や除法の計算を行うことで，対数の有用
性を実感させることにもつながると考える。
よって，このような対数尺を用いた学習は
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 対数の性質の理解を深める学習として位置
づけることができると考える。 
 
4.4 対数方眼紙を用いた学習 
例えば，表 4のように，バクテリアの細
胞分裂において，バクテリアの分裂回数X
に対するバクテリアの個数Yの値を示した
表を与え，バクテリアが 12回分裂したと
きのバクテリアの個数を求めさせるとする。 
 
表 4：バクテリアの細胞分裂における分裂 
回数とその個数 
(筆者による) 
 
 
まず，両対数方眼紙に表の値をとり，グ
ラフを描かせる。そのグラフは直線となり，
そのグラフからバクテリアが 12回分裂し
たときのバクテリアの個数を読み取ると，
4096個とわかる。 
次に，バクテリアの分裂回数Xとそれに
対する個数Yの関係式を求めさせる。その
関係式はグラフからY＝2Xとわかる。 
さらに，曲線であるY＝2Xのグラフがな
ぜ直線になるのかを考えさせる。その理由
は，この両対数方眼紙の縦軸，横軸がとも
に対数目盛をとっているからである。実際，
Y＝2Xの両辺の常用対数をとると，log10Y
＝X・log102となる。log10Y＝Vとおくと，
V＝log102・Xとなり，原点を通り，傾きが
log102の比例のグラフとなる。一般に，関
数Y＝c・aXのグラフを片対数方眼紙や両
対数方眼紙で描くと，そのグラフは直線に
なる。 
このような対数方眼紙を用いて，Y＝c・
aXの関係になる事象について考察したり，
対数方眼紙に表したグラフがなぜ直線にな
るかを考えさせる学習活動によって，対数
に対する理解が深まったり，対数の有用性
を実感するのに有効であると考える。それ
は対数方眼紙に描いたグラフが直線になる
ことで，Y＝c・aXで表される事象の関係が
明らかになるからである。これが「対数尺
を用いることで数量関係を単純化して表せ
る」という対数のよさである。よって，こ
のような対数方眼紙を用いた学習は，対数
の応用として位置づけることができると考
える。 
 
5. まとめと今後の課題 
 本稿の目的は対数のよさを実感する対数
学習について，過去の学習指導要領や教科
書の分析を基に，現在の数学教育への位置
づけという視点を加えて再考察することで
あった。 
これまでの対数学習の変遷を見ると，こ
れまでの対数学習は学習指導要領が改定さ
れるにつれて，学習内容が削減され，精選
されていったことがいえる。このことから，
対数のよさを実感できる内容が削減された
ために，現在の対数学習が形式的に公式を
当てはめて計算するといった，対数の真の
理解に至っていない学習になっているとい
える。現在の対数学習では，「230のような
桁数の多い数の桁数を求めることができる」
対数のよさしか実感することができない。 
しかし，削減された内容には，「複雑な乗
除などの計算が対数の和や差に置き換えら
れることで容易になる」，「対数尺を用いる
ことで，複雑な乗除計算などが容易になる」，
「対数尺を用いることで，数量関係を単純
化して表せる」対数のよさを実感するもの
があった。つまり，対数のよさを実感でき
る内容が削減されたために，現在の対数学
習は形式的に公式を当てはめて計算すると
いった，対数の真の理解に至っていない学
習になっているのであり，第 4節で示した
対数のよさを実感する対数学習によって，
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 対数を真の意味で理解することができるの
である。本稿では，現在の数学教育に位置
づけられる可能性を示すことができたが，
明らかにした対数のよさを実感する対数学
習によって，生徒が対数のよさを実感する
ことができるかどうかについては，今後検
証していきたい。 
今後の課題は，高校生に対してアンケー
ト調査を行い，その結果を分析することに
より，生徒が現在の対数学習に対して抱え
る問題点を明らかにしていくことである。
その上で，本稿で明らかにした対数のよさ
を実感する対数学習を現在の数学教育へ位
置づける方策をさらに探究していきたい。 
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